
  
 

一

 
 

 

防
災
・
減
災
等
に
資
す
る
国
土
強
靱
化
基
本
法
案
要
綱 

第
一 
総
則 

 

一 

目
的 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
一
条
関
係
） 

 
 

 

こ
の
法
律
は
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
大
規
模
災
害
等
（
以
下
単
に
「
大

規
模
災
害
等
」
と
い
う
。
）
か
ら
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
し
、
並
び
に
大
規
模
災
害
等
の
国
民
生
活
及
び

国
民
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
、
事
前
防
災
及
び
減
災
そ
の
他
迅
速
な
復

旧
復
興
並
び
に
国
際
競
争
力
の
向
上
に
資
す
る
大
規
模
災
害
等
に
備
え
た
国
土
の
全
域
に
わ
た
る
強
靱じ

ん

な
国
づ
く
り
（
以

下
「
国
土
強
靱
化
」
と
い
う
。
）
の
推
進
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
及
び
国
土
強
靱

化
基
本
計
画
の
策
定
そ
の
他
国
土
強
靱
化
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
国
土
強
靱
化
推
進

本
部
を
設
置
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
国
土
強
靱
化
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
も
っ
て
公
共
の
福

祉
の
確
保
並
び
に
国
民
生
活
の
向
上
及
び
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
。 

 

二 

基
本
理
念 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
二
条
関
係
） 

 
 

 

国
土
強
靱
化
に
関
す
る
施
策
の
推
進
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
踏
ま
え
、
必
要
な
事
前
防
災
及
び
減



  

  
 

二

災
そ
の
他
迅
速
な
復
旧
復
興
に
資
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
際

競
争
力
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
明
確
な
目
標
の
下
に
、
大
規
模
災
害
等
か
ら
の
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産

の
保
護
並
び
に
大
規
模
災
害
等
の
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
の
最
小
化
に
関
連
す
る
分
野
に
つ
い
て
現
状

の
評
価
を
行
う
こ
と
等
を
通
じ
て
、
当
該
施
策
を
適
切
に
策
定
し
、
こ
れ
を
国
の
計
画
に
定
め
る
こ
と
等
に
よ
り
、
行
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 

三 

国
等
の
責
務 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

（
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
関
係
） 

 
 

 

国
、
地
方
公
共
団
体
並
び
に
事
業
者
及
び
国
民
の
責
務
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
。 

 

四 

関
係
者
相
互
の
連
携
及
び
協
力 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
六
条
関
係
） 

 
 

 

国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
二
の
基
本
理
念
の
実
現
を
図
る
た
め
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な

が
ら
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 

五 

法
制
上
の
措
置
等 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
七
条
関
係
） 

 
 

 

政
府
に
よ
る
法
制
上
、
財
政
上
又
は
税
制
上
の
措
置
等
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
。 

第
二 

基
本
方
針
等 



  
 

三

 
一 

基
本
方
針 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
八
条
関
係
） 

 
 

 
国
土
強
靱
化
は
、
次
に
掲
げ
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
推
進
さ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 
迅
速
な
避
難
及
び
人
命
の
救
助
に
資
す
る
体
制
の
確
保
、
女
性
、
高
齢
者
、
子
ど
も
、
障
害
者
等
の
視
点
を
重
視
し

た
被
災
者
へ
の
支
援
体
制
の
整
備
、
防
災
教
育
の
推
進
、
地
域
に
お
け
る
防
災
対
策
の
推
進
体
制
の
強
化
等
に
よ
り
、

大
規
模
災
害
等
に
際
し
て
、
人
命
の
保
護
が
最
大
限
に
図
ら
れ
る
こ
と
。 

 
 

 

国
家
及
び
社
会
の
重
要
な
機
能
の
代
替
性
の
確
保
、
生
活
必
需
物
資
の
安
定
供
給
の
確
保
等
に
よ
り
、
大
規
模
災
害

等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
当
該
機
能
が
致
命
的
な
障
害
を
受
け
ず
、
維
持
さ
れ
、
我
が
国
の
政
治
、
経
済
及
び

社
会
の
活
動
が
持
続
可
能
な
も
の
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

 
 

 

地
震
に
よ
る
建
築
物
の
倒
壊
等
の
被
害
に
対
す
る
対
策
の
推
進
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
、
大
規
模
な
地
震

災
害
、
水
害
等
の
大
規
模
災
害
等
を
防
止
し
、
又
は
軽
減
す
る
効
果
が
高
く
、
何
人
も
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
、
大
規
模
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
社
会
秩
序
の
維
持
等

に
よ
り
、
大
規
模
災
害
等
に
起
因
す
る
国
民
の
財
産
及
び
公
共
施
設
に
係
る
被
害
の
最
小
化
に
資
す
る
こ
と
。 

 
 

 

地
域
間
の
連
携
の
強
化
、
国
土
の
利
用
の
在
り
方
の
見
直
し
等
に
よ
り
、
大
規
模
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け



  

  
 

四

る
当
該
大
規
模
災
害
等
か
ら
の
迅
速
な
復
旧
復
興
に
資
す
る
こ
と
。 

 

二 
施
策
の
策
定
及
び
実
施
の
方
針 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
九
条
関
係
） 

 
 

 

国
土
強
靱
化
に
関
す
る
施
策
は
、
次
に
掲
げ
る
方
針
に
従
っ
て
策
定
さ
れ
、
及
び
実
施
さ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 

既
存
の
社
会
資
本
の
有
効
活
用
等
に
よ
り
、
施
策
の
実
施
に
要
す
る
費
用
の
縮
減
を
図
る
こ
と
。 

 
 

 

施
設
又
は
設
備
の
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
維
持
管
理
に
資
す
る
こ
と
。 

 
 

 

地
域
の
特
性
に
応
じ
て
、
自
然
と
の
共
生
及
び
環
境
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
こ
と
。 

 
 

 

第
一
の
二
の
基
本
理
念
及
び
一
の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
実
施
さ
れ
る
べ
き
施
策
の
重
点
化
を
図
る
こ
と
。 

 
 

 

民
間
の
資
金
の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
こ
と
。 

第
三 

国
土
強
靱
化
基
本
計
画
等 

 

一 

国
土
強
靱
化
基
本
計
画 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
第
十
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
関
係
） 

 
 

１ 

政
府
は
、
国
土
強
靱
化
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
の
国
土
強
靱

化
に
関
す
る
施
策
の
実
施
に
関
す
る
主
体
的
な
取
組
を
尊
重
し
つ
つ
、
第
二
の
基
本
方
針
等
及
び
国
が
本
来
果
た
す
べ

き
役
割
を
踏
ま
え
、
国
土
強
靱
化
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
（
以
下
「
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
」



  
 

五

と
い
う
。
）
を
、
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
以
外
の
国
土
強
靱
化
に
係
る
国
の
計
画
等
の
指
針
と
な
る
べ
き
も
の
と
し
て

定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 

２ 
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

国
土
強
靱
化
基
本
計
画
の
対
象
と
す
る
国
土
強
靱
化
に
関
す
る
施
策
の
分
野 

 
 

 
 

国
土
強
靱
化
に
関
す
る
施
策
の
策
定
に
係
る
基
本
的
な
指
針 

 
 

 
 

及
び

の
ほ
か
、
国
土
強
靱
化
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項 

 
 

３ 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
の
案
に
つ
き
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 
 

４ 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
３
に
よ
る
閣
議
の
決
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
を
公
表
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 
 

５ 

政
府
は
、
国
土
強
靱
化
に
関
す
る
施
策
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
、
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
の
見
直

し
を
行
い
、
必
要
な
変
更
を
加
え
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 

６ 

国
土
強
靱
化
基
本
計
画
以
外
の
国
の
計
画
は
、
国
土
強
靱
化
に
関
し
て
は
、
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
を
基
本
と
す
る

も
の
と
す
る
こ
と
。 



  

  
 

六

 
 

７ 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
の
実
施
に
つ
い
て
調
整
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お

い
て
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

 

二 

国
土
強
靱
化
地
域
計
画 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

（
第
十
三
条
及
び
第
十
四
条
関
係
） 

 
 

１ 

都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、
国
土
強
靱
化
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
当
該
都
道

府
県
又
は
市
町
村
の
区
域
に
お
け
る
国
土
強
靱
化
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
（
以
下
「
国
土
強

靱
化
地
域
計
画
」
と
い
う
。
）
を
、
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
以
外
の
国
土
強
靱
化
に
係
る
当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村

の
計
画
等
の
指
針
と
な
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

 
 

２ 

国
土
強
靱
化
地
域
計
画
は
、
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
と
の
調
和
が
保
た
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

第
四 

国
土
強
靱
化
推
進
本
部 

 

一 

設
置
及
び
所
掌
事
務 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

（
第
十
五
条
及
び
第
十
六
条
関
係
） 

 
 

１ 

国
土
強
靱
化
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
内
閣
に
、
国
土
強
靱
化
推
進
本
部
（
以
下

「
本
部
」
と
い
う
。
）
を
置
く
こ
と
。 

 
 

２ 

本
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
こ
と
。 



  
 

七

 
 

 
 

国
土
強
靱
化
基
本
計
画
の
案
の
作
成
及
び
実
施
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

関
係
行
政
機
関
が
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
施
策
の
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

及
び

の
ほ
か
、
国
土
強
靱
化
に
関
す
る
施
策
で
重
要
な
も
の
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
総
合
調
整
に
関
す
る

こ
と
。 

 

二 

国
土
強
靱
化
基
本
計
画
の
案
の
作
成 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
十
七
条
関
係
） 

 
 

１ 

本
部
は
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
を
図
る
上
で
必
要
な
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
大
規
模
災
害
等
に
対
す
る
脆ぜ

い

弱

性
の
評
価
（
以
下
「
脆
弱
性
評
価
」
と
い
う
。
）
の
指
針
を
定
め
、
こ
れ
に
従
っ
て
脆
弱
性
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果

に
基
づ
き
、
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
の
案
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 
 

２ 

本
部
は
、
１
の
指
針
を
定
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 
 

３ 

脆
弱
性
評
価
は
、
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
の
案
に
定
め
よ
う
と
す
る
国
土
強
靱
化
に
関
す
る
施
策
の
分
野
ご
と
に
行

う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 

４ 

脆
弱
性
評
価
は
、
国
土
強
靱
化
に
関
す
る
施
策
の
分
野
ご
と
に
投
入
さ
れ
る
人
材
そ
の
他
の
国
土
強
靱
化
の
推
進
に

必
要
な
資
源
に
つ
い
て
も
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 



  

  
 

八

 
 

５ 

本
部
は
、
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
の
案
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
学

識
経
験
を
有
す
る
者
及
び
国
土
強
靱
化
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
し
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
の
意
見
を
聴
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 

三 

組
織 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
第
十
八
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
関
係
） 

 
 

１ 

本
部
は
、
国
土
強
靱
化
推
進
本
部
長
、
国
土
強
靱
化
推
進
副
本
部
長
及
び
国
土
強
靱
化
推
進
本
部
員
を
も
っ
て
組
織

す
る
こ
と
。 

 
 

２ 

本
部
の
長
は
、
国
土
強
靱
化
推
進
本
部
長
（
以
下
「
本
部
長
」
と
い
う
。
）
と
し
、
内
閣
総
理
大
臣
を
も
っ
て
充
て

る
こ
と
。 

 
 

３ 

本
部
に
、
国
土
強
靱
化
推
進
副
本
部
長
（
以
下
「
副
本
部
長
」
と
い
う
。
）
を
置
き
、
内
閣
官
房
長
官
、
国
土
強
靱

化
担
当
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と
。 

 
 

４ 

本
部
に
、
国
土
強
靱
化
推
進
本
部
員
を
置
き
、
本
部
長
及
び
副
本
部
長
以
外
の
全
て
の
国
務
大
臣
を
も
っ
て
充
て
る

こ
と
。 

 

四 

資
料
の
提
出
そ
の
他
の
協
力 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
二
十
二
条
関
係
） 



  
 

九

 
 

１ 

本
部
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体
、

独
立
行
政
法
人
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
の
長
並
び
に
特
殊
法
人
の
代
表
者
に
対
し
て
、
資
料
の
提
出
、
意
見
の
表
明
、

説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

 
 

２ 

本
部
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
１
の
者
以
外
の
者
に
対
し
て

も
、
必
要
な
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

第
五 

雑
則 

 

一 

国
土
強
靱
化
の
推
進
を
担
う
組
織
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
二
十
六
条
関
係
） 

 
 

 

政
府
は
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
を
担
う
組
織
（
本
部
を
除
く
。
）
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
政
府
の
行
政
改
革
の
基
本
方

針
と
の
整
合
性
に
配
慮
し
て
検
討
を
加
え
、そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

二 

国
民
の
理
解
の
増
進 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
二
十
七
条
関
係
） 

 
 

 

国
は
、
広
報
活
動
等
を
通
じ
て
国
土
強
靱
化
に
関
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 

三 

諸
外
国
の
理
解
の
増
進 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
二
十
八
条
関
係
） 

 
 

 

国
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
我
が
国
の
利
益
の
増
進
に
資
す
る
た
め
、
我
が
国
の
国
土
強
靱
化
に
対
す
る
諸
外
国
の
理



  

  
 

一
〇

解
を
深
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

第
六 
施
行
期
日 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
附
則
関
係
） 

 
 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。 


